
令和８年度 橋南地区

市長と語るまちづくり懇談会

令和8年７月６日
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～モデル地区（橋南・川路・山本）の取組を通じて得られた成果～

■強み・弱み・可能性を構造的に整理

第１回目の地元関係図ワークショップで地域の組織・団体を洗い出し、 第２回目
の地元天気図ワークショップで組織・団体の役割や強み・弱みを整理し、人口安
定化に向け今後取り組むべき方向性を検討することができた。

■多様な世代が集まり、地域の声を共有

ワークショップや成果報告会を通じて、子育て世代や若い世代など、普段は聞き
にくい多様な世代の意見を共有する機会となった。

■取組を見直すきっかけに

各地区の基本構想基本計画と照らし合わせながらワークショップを進行するた
め、活動や進捗を改めて整理することで、まちづくり委員会の取組の方向性を再
確認する機会にもつながった。

「20地区田舎へ還ろう戦略」令和７年度の取組
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～被害を減らすためにできること～
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防災アセスメントとは

○過去の静的なデータではなく、
時間帯で変化する「動的データ」を用いて、
市内20地区ごとの現実的なリスクを可視化したもの

○災害リスクを過小評価しないよう、
極めて厳しい条件で被害想定を予測し
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崩壊
震度６強震度７
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の場合
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20,000人
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劇的に減らすことができます。
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【公助】

広域避難と緊急物資輸送が可能
な広場等のスペースを、事前に確
保する必要があります。

道路寸断に備え、備蓄倉庫を拡充
していく必要があります。

高齢者や要配慮者を守るため、福
祉避難所とケア体制を抜本的に強
化をしていきます。

「備蓄拠点」となる防災倉庫
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【自助】

ことができます。
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【共助】
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【共助】 【共助】
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消火器の放水訓練

建物密集と0.4%の焼失想定があるため、初期消火が被害を防ぐ鍵となります。
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・実践的訓練：地域特性に
合った訓練内容を明記
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まちの暮らしを豊かにするのは、特別な訓練以上に、「いつも」のつながりです。
顔を知り、名前を呼べる関係性が、あたたかく、強い「地域の力」になります。

「はじめまして」の防災より、
「いつもの」つながり。

日常の「お互い様」が命を救う防衛策となります。
「顔も知らない隣人」を、いざという時に命がけで助けられるでしょうか？
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資 料 編
～伊那谷断層帯を震源とする直下型地震の被害想定～
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5,814

10,493

271

1,416

22



1

1
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凡例：

建物が密集しており、火災の延焼による焼失リスクが
市内で比較的高く想定されている。

震源地に近い場合、揺れによる全壊率が高く想定され
る。

揺れや火災による被害のほか、大雨時には松川の洪水
による全壊等の水害も想定される。

最大クラスの地震で震度７が予想され、揺れによる全
壊率が非常に高く想定される。

築年数の古い建物が多く、揺れによる全壊率が比較的
高く想定される。

揺れによる建物の全壊や大雨時の土砂災害による全壊
などが想定される。

大雨時には松川の洪水による全壊が想定されているな
ど、水害による被害が極めて大きく想定される。

揺れによる被害よりも、大雨時の土砂災害による全壊
が大きく想定される。

直下型地震の揺れによる全壊は想定されていないが、
大雨時の土砂災害による全壊が大きく想定される。

大雨時の土砂災害による全壊棟数が市内最多と推定さ
れており、極めて大きな被害が予想される。
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凡例：

が大雨時の土砂災害による全壊などが予想される。

最大クラスの地震で震度７が想定され、揺れによる全
壊率が市内で最も高く想定される。

揺れによる建物の全壊や、大雨時の土砂災害による全
壊などが想定される。

揺れによる建物の全壊や、大雨時の土砂災害による全
壊などが想定される。

揺れによる建物の全壊や、大雨時の土砂災害による全
壊などが想定される。

揺れによる全壊率が比較的高く想定される。

建物が密集するエリアがあり、火災の延焼による焼失
リスクが市内で比較的高く想定される。

大雨時の土砂災害による全壊率が市内で最も高く、甚
大な被害が想定される。

焼失率が市内で最も高く延焼リスクが大きいほか、洪
水による全壊も想定される。

南海トラフ巨大地震時に谷底低地や扇状地などの比較
的揺れやすい地盤で、土砂災害リスクが高い。
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丘陵が広がり、起伏が大きい

天竜川沿いに低地、その周りに
台地がある
天竜川沿いに低地、その周りに
台地がある
山地または丘陵に囲まれた中に、
台地が広がる
山地または丘陵に囲まれた中に、
台地が広がる
一部山地があるが、台地が大部
分を占める
一部山地があるが、台地が大部
分を占める
一部山地があるが、台地が大部
分を占める
地区のほとんどが山地となって
おり、起伏が大きい
地区のほとんどが山地となって
おり、起伏が大きい
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